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【目的】cT 　Angi 。graphy を代表 とす るcT 　3D （MIP ，　 MPR ）画 像 は ヘ リ カ ル ス キ ャ ン の もっ と も重要な応用の
一

つ で あ る ．しか

し，ヘ リ カ ル ス キ ャ ン 固有の （stair −step ）Artifactな どは そ の 3D 　CT 画像に 悪影響 を与える の で，3D　CT 画像改善 の ため の 新 し

い ヘ リ カ ル ア ル ゴ リズ ム の 研究 は 最重要な研究課題 の
一

つ で ある．本研究の 主 な 日的は 3DCT 画像の 画質改善効果が期待で き

る 新 しい ヘ リ カ ル ア ル ゴ リズ ム （SmartHelical）の 提案並 び に そ の 評価 で あ る．

【ア ル ゴ リズ ム 】下 の 式 で 示されて い る よ うに，提案 され た ア ル ゴ リズ ム は 基本的 に新 しい 考 え の 元 に得 られ た belica1補 正Table

と従来 のhelical補 正 Tableを入 れ替える こ とに よ っ て実現 され る．したが っ て ，画像 の 再構成時間 は ほ ぼ従来 と 同程度 と考 え

られ る，、

駄（β，γ）＝ ∫w （β一
β。
，γ）h（β。）4β。

Ws（β，γ）：the　weighting 　function　of 　the　conventional 　heilical　algorithm

h（β。）・血・ k・mel ・f　th・ Sm ・・tH ・li・・1

　従来 の Helical　Algorithm は 基本 的 に ，二 点 の デ ータ を用 い

て ，距離 の 逆比例 とい う簡単な 補間方法 に 対 して
，
SmartHelical

Algorithmは基本的 に ， 多 くの デ
ー

タを用 い て，　 Convoiution（畳

込 み 積分）とい う比較的 に高級な補間方法 更 に，SmartHe 】ica］

は 厚み を持つ データ群 を使用 す る の で ，二 点の データ の み の 従

来 の Algorithm で 残 っ た ヘ リ カ ル ス キ ャ ン 固有の （stair −step ）

Artifactの 低減に 非常 に 有効と ともに ノ イ ズ の 低減に も有効で あ

る．尚 ， 異 なる目的 に合 わ せ て
， SmartHdical　Kernelの 最適化

が通常 に 行 わ れ て い る ．

【結果】Smart・Helicalを使 うこ と に よ っ て ，ほ と ん どの 部位 に お

い て，3D （含むAxial，　 MPR ，　 MIP ）画像の著し い 改善が確認さ

れ た （Fig．）．また，　 Smart 　Helicalは ヘ リ カ ル ス キ ャ ン 固有 の

Artifact低減 に非 常 に有効 で あ る と と もに，ノ イズ （18％）或 い は

InAs （35％ ）の 大 き な低減が 可 能 で あ る こ と が 確 認 さ れ た ．

SmartHelicalはHigh 　quallity　i皿 agc ，　 High 　helical　pitch，　 Large

volume 　coverage
，
　 Long 　scan 　time

，
　 Tube 　cooling 　free，　 Lower

Doseを提供す る こ とが で きる （表 a ）．また，ス ラ イ ス Profileに

つ い て ，従来 の Algorithm との 比較 も行 っ た （表 b）．

【結論】Smart　Helicalは3D画像 の 著 しい 改善と と もに
，
　 tube 　coo1 −

ing　freeikび に 患者 の 被曝 の 低減が期待 で きる．
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